
問い合わせ先
兵庫県立コウノトリの郷公園
  〒668-0814　豊岡市祥雲寺字二ヶ谷１２８番地
　TEL ： ０７９６-２３-５６６６　   
  FAX ： ０７９６-２３-６５３８

　E-mail 　: kounotori@stork.u-hyogo.ac.jp   

  ホームページ : http://www.stork.u-hyogo.ac.jp

　開園時間 : ９：００～１７：００　　

  休園日　 ： 毎週月曜日（休日に当たるときはその翌日）・１２月２８日～１月４日

コウノトリの個体数 （H24.6.30 現在）

平成２４年度　定例観察会 「ガイドウォーク」 のご案内
　毎月第３土曜日の午後 1 時３０分から、ガイドウォークを行っています。

　園内を歩きながら、生き物にやさしい施設の工夫や環境（コウノトリ育む農法）などの案内、園内の

生き物観察、コウノトリの話等をしていきます。午後1時１５分から正門前の掲示板横で受付けています。

歩きやすい服装でお越しください。事前申し込みも受け付けています。詳しくは当公園のホームページ

内お知らせ欄をご覧ください。

コウノトリ通信に関するご質問・ご意見等がありましたら下記までＥメール又は電話等でご連絡ください。

鶴見カフェ　のお知らせ

　郷公園の研究員等とコウノトリについて気軽に話しあう鶴見カフェを、毎月第３日曜日の午後４時

から豊岡市中央町のサンストークアベニュー内｢なごみ茶屋｣で行っています。

（飲物・ケーキ代５００円程度が必要です。事前申し込みも受け付けています。詳しくは当公園のホー

ムページ内お知らせ欄をご覧ください。）

２　野外にいるコウノトリの個体数

放鳥コウノトリ
野外繁殖により増えたコウノトリ
野生個体 1

5199
107

不明オス メス

１
33
17
計

計 53016 51

区　　　　　　　分

＊巣内のヒナの数は入っていません。

１　飼育コウノトリの個体数

県立コウノトリの郷公園
附属飼育施設コウノトリ保護増殖センター

計 5045
311615
653430

オス メス

96

計区　　　　　　　分

　1

　１
不明

　平成２２年７月５日に豊岡市日高町山本放鳥拠点から巣立ちしたコウノトリ J0443（2010 年

生れ、メス）は、同年９月２９日に右脚の怪我（骨折）が確認され、捕獲し当公園に収容しま

した。脚以外は特に異常がなく飼育を継続していましたが、先月６月１９日に状態が急変し死

亡しました。

コウノトリが死亡しました

平成２４年度　特別観察会 「コウノトリとジオパーク」 のご案内
　コウノトリとジオパークのつながりについての話や野外コウノトリについての話の後、普段入れない非公開ゾー

ンでコウノトリを間近で観察しましょう。

　◆実施日時：平成２４年８月５日（日）１３：００～１５：４５

　◆集合場所：県立コウノトリの郷公園　管理・研究棟　セミナー室

　◆対　　象：小学生～一般　　◆定　　員：３０名　　◆参 加 料：無料

＊詳細は、コウノトリの郷公園ホームページをご覧いただくか、直接当公園にお問い合わせください。

野外で巣立ったコウノトリ同士のペアによる

　　　　　　　　　国内初（野外第３世代）のヒナの確認

東京都多摩動物公園からのコウノトリの移動 

今年も巣立ちが始まりました

コウノトリ野生復帰グランドデザイン（一部抜粋）

　５月２９日、豊岡盆地個体群の遺伝的多様性を高めるとともに性比バラ

ンスの改善を目的に、東京都多摩動物公園から、２羽のコウノトリが当公

園に搬入されました（写真２）。

　移動したコウノトリの個体番号は、J395（2005 年生れ、オス）と J411

（2006 年生れ、オス）です。
写真２　搬入された個体

平成２４（２０１２）年　７月　１日発行

No.2（題字：山岸哲園長）

＊このグランドデザインは、コウノトリの郷公園ホームページよりダウンロードできます。

　平成２４年５月１５日、豊岡市福田地区人工巣塔内で、

伊豆 2009 年生れ個体（オス）と J0004（2008 年生れ、メス）

ペアの餌の吐き戻し行動によりヒナの孵化が推定されまし

た。同２２日には、ヒナの姿が確認されました（写真１）。

この孵化は、野外で巣立ったコウノトリ同士のペアで国内

初の事例となります。

写真１　福田巣棟にいる親子

　豊岡市城崎町戸島地区人工巣塔において、J0391（2004 年生れ、オス）と J0294（2001 年生れ、

メス）ペアのヒナが２羽巣立ちました。1羽目が６月７日午前１０時１３分、２羽目が同１０日

午後０時９分に確認されました。

　また、同市伊豆地区人工巣塔においても、J0381（2004 年生れ、オス）と J0296（2001 年生れ、

メス）ペアのヒナが２羽巣立ちました。１羽目が６月１１日午後２時３１分、２羽目が同１３日

午後３時３５分に確認されました。

【目標設定～短期目標「安定した真の野生個体群の確立とマネジメント」～】

（１）豊岡盆地個体群と飼育個体群の維持

① 平成２２年に繁殖した７ペアのうち２ペアの雄が死亡したこと及び現在野外に生息するフローターは

繁殖齢に達しない若鳥であるため、雄の成鳥の放鳥が早期に必要である。

② 放鳥にあたっては、他施設との交換等により、郷公園の飼育個体群の遺伝的多様性を高め、維持する

なかで適切な成鳥を選ぶことが必要である。また、この際には、先に述べた核ＤＮＡの解析研究を同時

並行的に進める必要がある。
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モリアオガエルの卵塊モリアオガエルムギツクオイカワ

ワスレナグサウメモドキコシマゲンゴロウアサヒナカワトンボ（＊）
（＊）分類の見直しにより、
　　カワトンボ→アサヒナカワトンボ
　　となりました

［貝類］
ｶﾜﾆﾅ
ﾏｼｼﾞﾐ
ﾏﾙﾀﾆｼ

［クモ類 ]
ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ
ｷﾞﾝﾒｯｷｺﾞﾐｸﾞﾓ
ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ
ｺﾞﾐｸﾞﾓ

［甲殻類］
ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ
ｽｼﾞｴﾋﾞ
ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ
ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ

[ 魚類 ]
ｵｲｶﾜ
ｶﾏﾂｶ
ｶﾜﾑﾂ
ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ
ﾀﾓﾛｺ
ﾄﾞｼﾞｮｳ
ﾄﾞﾝｺ
ﾑｷﾞﾂｸ
ﾒﾀﾞｶ
ﾓﾂｺﾞ
ﾔﾏﾄｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ

［昆虫類］
ｱｵｽｼﾞｶﾐｷﾘ

ｱｻﾋﾅｶﾜﾄﾝﾎﾞ
ｱﾒﾝﾎﾞ
ｲﾄﾄﾝﾎﾞの仲間のﾔｺﾞ
ｳｽﾀﾋﾞｶﾞ( 幼虫 )
ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ
ｵｵﾐｽﾞｱｵ
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ(( 幼虫 )
ｷﾞﾝﾔﾝﾏ
ｹﾗの仲間
ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ
ｺｵｲﾑｼの仲間
ｺｵﾆﾔﾝﾏのﾔｺﾞ
ｺｻﾅｴ
ｺｼﾎﾞｿﾔﾝﾏのﾔｺﾞ
ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ
ｺﾌﾞｼﾊﾊﾞﾁ（幼虫）
ｺﾞﾏｹﾝﾓﾝ
ｺﾔﾏﾄﾝﾎﾞのﾔｺﾞ
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ
ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ
ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ
ﾀｲｺｳﾁ
ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ
ﾊｯﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ
ﾊﾙｾﾞﾐ
ﾋﾒｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ
ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ
ﾏｲﾏｲｶﾞ( 幼虫 )
ﾐｽﾞｽﾏｼ
ﾓﾝｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ

［両生類］
ｳｼｶﾞｴﾙ
ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ
ﾂﾁｶﾞｴﾙ
ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ
ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ
ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ
ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ( 卵塊）
ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ

［鳥類］
ｱｵｻｷﾞ
ｲｶﾙ
ｴﾅｶﾞ
ｶﾙｶﾞﾓ
ｶﾜﾗﾋﾜ
ｷｾｷﾚｲ
ｷﾋﾞﾀｷ
ｺｳﾉﾄﾘ( 野生 )
ｺｶﾞﾓ
ｺｹﾞﾗ
ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ
ｻﾝｺｳﾁｮｳ
ｻﾝｼｮｳｸｲ
ｼｼﾞｭｳｶﾗ
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ
ｽｽﾞﾒ
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ
ﾀﾞｲｻｷﾞ
ﾂﾊﾞﾒ
ﾄﾋﾞ
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ

ﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾌｸﾛｳ
ﾎｵｼﾞﾛ
ﾎﾄﾄｷﾞｽ
ﾒｼﾞﾛ
ﾔﾏｶﾞﾗ

［哺乳類］
ﾆﾎﾝｲﾉｼｼ( 土耕跡 )
ﾆﾎﾝｼﾞｶ

[ 爬虫類 ]
ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ
ｽｯﾎﾟﾝ
ﾆﾎﾝｲｼｶﾞﾒ
ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ
ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ
ﾏﾑｼ
ﾔﾏｶｶﾞｼ

［植物 /主に
　開花中のもの］　
《草本》
ｱﾏﾄﾞｺﾛ
ｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳ
ｵｵﾊﾞｺ
ｵｵﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ
ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ
ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ
ｵﾍﾋﾞｲﾁｺﾞ
ｶﾀﾊﾞﾐ
ｺﾞｳｿ

ｺﾅｽﾋﾞ
ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ
ｻﾜｵｸﾞﾙﾏ
ｼﾛﾂﾒｸﾞｻ
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ
ﾁﾁｺｸﾞｻ
ﾂﾙﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ
ﾄｳﾊﾞﾅ
ﾄﾞｸﾀﾞﾐ
ﾆｶﾞﾅ
ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ
ﾉｱｻﾞﾐ
ﾊﾊｺｸﾞｻ
ﾋｼ
ﾏﾂﾊﾞｳﾝﾗﾝ
ﾏﾑｼｸﾞｻ
ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ
ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ
ﾓｳｾﾝｺﾞｹ
ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ
ﾜｽﾚﾅｸﾞｻ

《木本》
ｳﾒﾓﾄﾞｷ
ｶﾞﾏｽﾞﾐ
ﾀﾆｳﾂｷﾞ
ﾌｼﾞ
ﾎｵﾉｷ
ﾔﾏﾎﾞｳｼ

郷公園で確認したいきもの （５月１日～６月 30 日）

　コウノトリの子育ての最盛期である５月から６月にかけては、田んぼに水が張られカエルの鳴

き声が響く季節でもあります。田んぼで繁殖するカエルには、早春に産卵するアカガエル類、ニ

ホンアマガエル、シュレーゲルアオガエル、ヌマガエルなどがありますが、比較的体サイズが大

きいトノサマガエルはコウノトリの餌生物として重要な役割を果たしているようです。トノサマ

ガエルの大きな個体は 20 グラム程度、特大の個体で

はその２倍の重さがあります。コウノトリは体が大

きく大食漢ですから、このような大きな餌が比較的

簡単に取れれば野外で暮らすコウノトリにとっては

望ましいことでしょう。飼育下のコウノトリの場合

１日 450 グラム程度の餌を食べていますし、野外で

繁殖している時期のコウノトリは自分自身が食べる

餌とヒナに与える餌を両方取らなくてはなりません。

　成体だけに限りません。コウノトリがヒナを育て

る時期はちょうどトノサマガエルの幼生（オタマジャ

クシ）が水田にたくさんいる時期でもあります。コウノトリはオタマジャクシもよく食べていま

す。トノサマガエルの幼生は他のカエルよりも遅めの時期に変態して成体（カエル）になります。

そのため、田植えをした田んぼから最初に水を抜く「中干し」が、成体になる前に行われると、

水田の中にいた幼生は水路に流れ出るか、水が無くなっ

た田んぼの中で死んでしまいます。豊岡盆地やその周

辺で広がりを見せている「コウノトリ育む農法」によ

る米作りでは，「中干し」をできるだけ遅くすることで、

トノサマガエルが成体になるまで田んぼの水を保つよ

うにしています。同じ時期にフナやナマズが産卵し稚

魚が見られる水田もありますが、豊岡盆地全体からす

ると現在は一部の場所に限られているようです。

 　豊岡盆地では有り触れた生き物のように感じられる

トノサマガエルですが、全国的に見ると絶滅危惧種に

指定されている府県が少なからずあります。兵庫県のお隣りの京都府では要注目種、岡山県では

このコーナーでは、 郷公園の職員しか語れない、

現場のできごとを紹介します。研究員のないしょの話

コウノトリの餌生物としてのトノサマガエル

兵庫県立コウノトリの郷公園　田園生態研究部　研究員　内藤和明

希少種と評価されています。こうして見るとトノサマガエルが普通にいてコウノトリの餌生物

として食べられていることは、豊岡盆地の自然環境が比較的良好に保たれてる証とも考えられ

ます。コウノトリが生息できる環境が豊かな自然を象徴していることを示す一例と言えるかも

しれません。

写真３　昆虫などを餌にするトノサマガエルは、一方でコウノ

　　　　トリの餌生物でもあり、食物網の一部を構成している。

写真４　中干しによって水路に流れ出たトノサマガエルの 

        幼生。田んぼ 1枚分でも相当な量となるだろう。
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